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したい。 1では書名に使用されたものから， 2, 3では目次構成要素に使用されたものから，
























































































































































































述べている。 30年細川， 31年幣原も教育との関係から「女子の健康」について述べた。 38年に
は書名『女子衛生学』や，小見出しで「女子の特殊衛生」が設けられている。 34年に白井は






操70)」とし， 27年に松田は， 「御給士」， 「針貫キ遊ビ」などを「女子二最モ適、ンタル遊戯」，















ある。 「婦人」を用いたものとしては， 21年に「婦人の体力」， 35年に「婦人の体育」， 41年
に「婦人に最適当せる遊戯」， 42年に「外国婦人の体操」， 43年に『婦人の特別衛生』， 『米
国婦人の体育』が見られる。 「婦女子」を用いては， 40年に「婦女子二応用スベキ柔術」があ
り， 「女式」では39年に『女式半棒図解』， 40年に『女式武道』， 42年に「女式武術家」があ
る。 「女生徒」では， 27年に「女生徒遊戯」， 39年に「女生徒ノ運動服」， 「女生徒の体操」
が見られ， 「少女」や「娘」では， 44年に「少女の体育」， 「娘時代の体育」が見られる。そ
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